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天竜川下流域の農業用水と人神信仰 
― 寺谷用水，磐田用水，浜名用水，三方原用水 ―

中山　正典（静岡県立農林環境専門職大学生産環境経営学部）
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＜要約＞
本稿では静岡県西部の天竜川下流域，遠州平野における農業用水の歴史的展開を見た．天

竜川下流域の右岸には浜名用水，三方原用水があり，左岸には磐田用水，寺谷用水がある．
寺谷用水は1590（天正18）年に創設され，近世において流域70数ヶ村が井組を組織してその
維持管理に当たった．寺谷用水が16世紀末に創設されたことは，近世前半に展開する全国の
農業用水の創設に先鞭をつけるものである．また，この用水においては井組が，用水の維持
管理の機能を果たし，水利慣行を作り上げ，人神信仰を精神的紐帯として用水の維持発展に
尽くしてきた．天竜川下流域の農業用水の歴史的展開を，そして寺谷用水の顕著な歴史的役
割を確認した．
＜キーワード＞
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原著論文

Ⅰ．はじめに
全国の大河川下流域の沖積平野における農業用

水を見ると，近世に開削された大規模農業用水は，
近世から明治近代にかけてその卓越した農業土木
の技術を駆使して展開し，新田開発を可能にし，
大規模な人口を支えることができる生業的基盤を
築いてきた．福島県の猪苗代湖からの安積疏水

（福島県教育委員会，1986）24），関東における利根
川の見沼代用水（谷内，1999）13），新潟県の関川
の上江用水（上江用水土地改良区，1994）6），長
野県佐久市の五郎兵衛用水（伊藤，1982）2），岐
阜県の利根川の曾代用水（野口，2020）23），静岡
県裾野市の深良用水（静岡県芦湖水利組合，
1979）11），愛知県の矢作川の明治用水（明治用水
土地改良区，2018）28），三重県の櫛田川の立梅用
水（水土里ネット立梅用紙，2013）26），石川県の
手取川の七ヶ用水（手取川七ヶ用水土地改良区，
1982）14），岡山県岡山市の倉安川・百間川（倉安
川・百間川世界かんがい施設遺産委員会，2020）
9），福岡県の筑後川の山田堰（堀川用水）（朝倉
郡山田堰土地改良区，2011）1）などがその代表例

である．これらの農業用水の創設時期をみると，
安積疏水が 1881（明治 14）年，見沼代用水が
1728（天保13）年，上江用水が1781（天明元）年，
五郎兵衛用水が1630（寛永7）年，曾代用水が
1672（寛文12）年，深良用水が1670（寛文10）年，
明治用水が1880（明治13）年，立梅用水が文政6

（1823）年，七ヶ用水が1869（明治2）年，百間
川・倉安川が1628（寛永5）年，山田堰が1790

（寛政2）年である．17世紀，江戸時代の前期か
ら19世紀，明治近代前半まで，各々の地域的事
情を踏まえつつ，各々の時代的背景を持ち，農業
土木の英知を結集してその農業用水が敷設された．
そしてどの農業用水も，豊かな水田地帯を形成し，
その地域の歴史文化，景観を作り出すことに大き
な貢献をしてきた．

本稿では天竜川下流域，遠州平野の農業用水の
展開を見ていきたい．天竜川下流の右岸には浜名
用水，三方原用水があり，左岸には磐田用水，寺
谷用水がある．その歴史的展開を確認していくが，
そのとき特に寺谷用水について注目することにな
る．その理由は，寺谷用水は1590（天正18）年
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に創設されたこと，そして近世において流域70
数ヶ村が井組を組織して創設者を神に祀り上げな
がらその信仰の下に結集，結束し，維持管理に当
たってきたこと，にある．

Ⅱ．天竜川下流域の農業用水
天竜川が諏訪湖から出，伊那谷を流れ，中部山

岳地帯に入り山間を嵌入蛇行し，二俣の地で遠州
平野に流れ出す．この遠州平野において天竜川は
最大の水源であった．

この遠州平野の農業用水を概観してみる．天竜
川右岸（西部）においては，北西部は三方原用水
が，西部から南西部にかけては浜名用水が，天竜
川左岸（東部）においては，天竜川に沿った左岸
は寺谷用水が，その東側の磐田原台地は磐田原用
水が，その更に西側の太田川沿いには磐田用水東
部水系が，それぞれの地域を潤している．それぞ
れの創設時期を見ると，三方原用水が1965（昭
和40）年，浜名用水が1946（昭和21）年，寺谷
用水が1590（天正18）年，磐田原用水が1982（昭
和57）年，磐田用水東部水系が1944（昭和19）
年である．寺谷用水の歴史的古さが際立つ．

１．寺谷用水
寺谷用水は，1590（天正18）年に，天竜川左

岸下流域の水田を大河川天竜川から直接取水して
開削された農業用水路である．徳川家康の家臣平

写真1　寺谷地区を流れる寺谷用水

第1図　天竜川下流域の農業用水 第3図　寺谷用水取水口の変遷図
（1925年『寺谷用水誌』）

第2図　匂坂中村の水利配置図
（「匂坂中村絵図」（1863年）より中山作成）
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第1表　寺谷用水関係年表
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野重定が，家康から天竜川左岸域の治水と利水の
整備を命じられた伊奈備前守忠次と諮って，用水
路開削事業に着手した．創設当時は，寺谷村地内

（現在の磐田市寺谷）に取水口を持ち，浜部村
（現在の磐田市浜部）までの3里（約12km）間を，
深さ6尺2寸（約1.8m）幅2間2尺（約4m）の大
井堀を切り開いて導水した．この用水によって直接
利益を受けた村は70数ヶ村に上り，合計1,668町3
反1畝9歩（約1,668ha）に及んだ．江戸時代の石
高で二万石の収穫をもたらした．創設当時の寺谷
用水取水口には巨大な戸無し圦樋（甲州式・関東
式）であった（寺谷用水土地改良区，1986）15）

受益地の村々の水利慣行については1863（文
久3）年に描かれた飯田恒雄家文書の絵図「匂坂
中村絵図」で知ることができる（中山，2020）21）．
この絵図は田畑の石高を明示するために，匂坂中
村から一言の役所に提出されたものである．この
原図の範囲内いっぱい匂坂中村が描かれ，その中
心を寺谷用水が貫通している．用水からの取水位
置に圦樋（道，堤防を横切るため埋設された樋状
の水路）が設置され，村内を堀が巡らされている
ことが確認できる．圦樋，掛樋（川を架け越す橋
状の樋），村内の小用水路も詳細に描かれている．
陣屋，増参寺，真如庵，阿弥陀堂，養明寺等，現
存または位置が確認できる施設が明記されている．
寺谷用水の圦樋が斜め下流に向かって敷設されて
いる様子が読み取れ，村内を堀に直線的に導水さ
れていることが確認できる．

寺谷用水は洪水が頻繁に起こる大河川・天竜川
左岸にあり，この天竜川から直接取水したため，
その取水口の確保に苦難の連続であった．1828

（文政11）年7月，天竜川の大洪水で神田以南の
用水路は，殆ど全部崩壊して引き入れ困難となっ
た．当時は天竜川の治水が定まらず，取水口に圦
樋を設置してはそれが流され，また普請して圦樋
を伏せ替えることの連続であった．掛下村と平松
村との間の十八間場は一方においては寺谷用水第
一の取水口であった有難い施設があったが，他方
では大水ともなれば切れやすく，洪水が集落へ襲
う道筋にもなった厄介な場所でもあった．

明治時代に入ると1884（明治17）年に神田に
岩盤を掘り貫いた取水口が設けられ，1941（昭和
16）年にその上流の阿蔵にやはり岩盤に取水口が
確保された．そして，1980（昭和55）年に船明

ダムからの取水を確保した．これにより天竜川右
岸の浜名用水，左岸の磐田東部用水と拡大発展し，
遠州平野の農業用水の基幹となった．

寺谷用水の幹線のことをこの地域では大井堀
（現在でも「オイボ」とよんでいる）と言い，用
水の恩恵に浴する地帯を「井通り」ともよぶ．寺
谷用水のかんがい区域は旧寺谷村以南の天竜川左
岸，70数ヶ村に及んでいた．これらの村々は井
組（用水組合）を組織して用水を管理した（寺谷
用水組合，1925）15）．受益村の内，59 ヶ村を14組
に分けて各組より用水物頭一人ずつを選出した．
物頭は寺谷用水の一切の事務を処理し，年番制で
あった．物頭の中から2 ～ 3人の用水惣代を決め
対外的な代表者とした．用水御掛りへの重要な嘆
願書などを書くときは，惣代，物頭が署名した．
また物頭には4人の当番があって，水元（水源），
圦樋（取入口），引き入れ，用水路沿い村々への
分水の過不足の状況など，用水路に関する全ての
仕事に関わり，用水管理を掌握した．この4人の
当番は常勤であり，責任は重大であった．この物
頭の下，各組，各村において用水の管理について
のルールが決められ，運用された．そのルールが
水利慣行である．

２．磐田用水
「磐田用水」とは現在，寺谷用水系約1,800ha，

磐田用水東部水系3,500haの水田灌漑を目的とし
て設けられた天竜川左岸下流域の用水ネットワー
クをよぶ．現在，この「磐田用水」系には，寺谷
用水土地改良区，磐田原用水土地改良区，そして
磐田用水東部土地改良区の三つ土地改良区があり，
農業用水の管理を受け持つ．

磐田用水の幹線である社山用水は，1944（昭和
19）年に隧道の開削が完工し，通水した．現在，
磐田用水東部水系では社山隧道より地区内に導水
され，社山幹線を経，袋井市を経て，原野谷川横
断直前において福田用水に分水し，福田地区方面
へ導水される．大谷分水工で向笠御厨幹線に分水
されて福田用水へ向かう．社山幹線は原野谷川を
横断した後，浅羽地区に導水される（磐田用水東
部土地改良区，2002）5）．

1984（昭和59）年に完了した天竜川下流農業
水利事業により，磐田用水東部水系は船明ダムか
ら取水し，東部水系への用水量はそれまでから倍
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増し，水不足が解消されることになった．
1885（明治18）年に組織された社山疏水組合

水利土功会は，1926（大正15）年に解散となり，
1929（昭和4）年に磐田用水東部普通水利組合が
設置され，1950（昭和25）年に磐田用水東部土地
改良区となった．その後，1956（昭和31）年に磐
田用水土地改良区連合に統合され，船明ダム建設
後，1983（昭和58）年，連合は解散となり，その
後現在の磐田用水東部土地改良区となっている．

３．浜名用水
天竜川下流域右岸の水利は，長い間，排水河川

である馬込川，安間川，八幡川，豊田川，芳川な
どを水源とした用水と，天竜川の支流部から取水
する諸用水（材木町の用水などの村内の小用水）
があった．金原明善は，1871（明治4）年，天竜
川の水を分水して三方原台地および浜名平野を灌
漑し，舟を通して浜名湖へつなぐ運河を作るとい
う大事業計画を作成し，当時の浜松県令に提出し

たが，まだ諸制度も整わず財政上も不可能である
ということで，この計画は実施にいたらなかった．
その後，1895（明治28）年に竜山村西川から分
水して16,075ヘクタールを灌漑するという大規模
な計画を立て，農業水利改良事業として実施する
ことになった（天竜川明善土地改良区，1962）17）．

浜名用水が着工されたのは1942（昭和17）年で，
1946（昭和21）年に工事は未完成ではあったが
仮通水を行い，浜名平野の田畑を灌漑した．工事
は太平洋戦争中のことであり，学徒動員の中等学
校生徒や地元の人たちの勤労奉仕などがあり工事
が進められた．この農業用水が「浜名用水」とよ
ばれた．2007年，天竜川明善土地改良区と三方
原用水土地改良区が合併して，浜松土地改良区が
設立され，天竜川右岸下流域の農業用水を管理し
ている．

４．三方原用水
浜名平野の西に位置する三方原台地は，標高

第2表　磐田用水関係年表
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第3表　浜名用水関係年表

第4表　三方原用水関係年表
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30 ～ 120ｍあり，7,000haにおよぶ洪積台地であ
る．この三方原台地を天竜川から水を引くという
開発計画は，1895（明治28）年に金原明善が企
画して以来，計画実施が試みられたが，実現する
には至らなかった．用水として整備されたのは戦
後のことである．終戦後，三方原台地は外地から
の引揚者や失業者の入植地として開拓されること
になった．三方原台地へ浜名用水から引水する計
画は，1951（昭和26）年から1960（昭和35）年
までの10年間に及び，開拓者はその導水を待つ
ことができず，戦前の例に倣い地下水の灌漑によ
って開拓を進めて行った．三方原の開発事業は，
竜東三河総合開発事業の一環として1964（昭和
39）年から本格的に三方原用水事業が進められ，
秋葉ダムから天竜川の水を三方原に引き，台地の
水田44haと低地の水田1,648ha，畑地3,829haの
灌漑をした．この三方原用水の通水は1965年の
ことであった（静岡県土地改良史編さん委員会，
1999）12）．

Ⅲ．寺谷用水の創始者・平野重定
寺谷用水は1590（天正18）年に通水したとい

われるが，これはその後，寺谷用水の由緒書が書
かれる際に「寺谷用水之儀者　往古　天正拾六子
年　伊奈備前守様江　御代官平野三郎右衛門様御
立会　御見立被遊　寺谷村地内ニ長拾弐間・横弐
間弐尺・高六尺弐寸・戸なしの大圦被仰付相仕立
　右場所ゟ浜辺迄　道法三里余　大井堀ほら
せ　御高弐万石余井組高ニ御定被遊」と記される
ことによる（寺谷用水組合，1925）15）．1588（天
正16）年，まだ平野重定三郎右衛門は代官では
ないが，この伝聞は既に決まり文句としてその後
定着しており，何の疑いもなく記された由緒であ
る．しかし，この天正16年から18年にかけて具
体的にだれがどのような普請をしてどのような構
造の用水を創設したのかははっきりしない．

この創始者・平野重定への信仰は現在でも伝承
されている．

毎年10月8日に，寺谷用水創設の記念祭，感謝
祭が，寺谷用水土地改良区主催で，重定の菩提寺
である加茂の大円寺で行われている．これは
1922（大正11）年に重定の墓所改造を機会に寺
谷用水組合の議決を経て，この日を重定の命日と
し，毎年挙行することになり現在に至っている．

磐田市東加茂では平野重定を祀る大念仏が伝わ
っている．「加茂の大念仏」と呼ばれる遠州大念
仏である．毎年8月9日に磐田市東加茂の大円寺
にある平野重定公墓前で行われる．その供養のと
き，平野重定を称える歌枕が唱えられる（磐田市
教育委員会，2021）3）．

磐田市塩新田では4月上旬に秋葉念仏講が行わ
れる．これは昭和30年代まで寺谷用水の受益村
落が近世の村落単位で，秋葉念仏講を輪番制で行
っていたものである．現在ではこの塩新田の公民
館に，住民が集まり，秋葉大権現の他，水神平野
重定の掛け軸を前にし，念仏を唱える．その詞章
には「水神・平野重定公」が出て来る（中山，
2008）19）．

これら3つの事例においては，寺谷用水を維持
管理する組織，共同体が「水神・平野重定」を祀
り上げてきたことが分かる．祀り上げの儀礼が組
織の結束にもつながっている（中山，2020）21）．

Ⅳ．農業用水と人神
生前に功徳がある人物を神に祀り上げる習俗が

あることに着目したのは柳田國男であった．柳田
國男は1926（大正15）年に「人を神に祀る風習」
を世に問い，戦後の1952年にはこの論考を『人
神考序説』として刊行した．柳田は「人を神に祀
る風習」が日本の固有信仰であり，八幡信仰をは
じめとした御霊信仰の研究によって，その解明を
期待した（柳田，1926）29）．

戦後，堀一郎は共同社会の中では「人力を結
集」するために「父祖の霊魂」を神に祀り上げる
必要があったと説いた（堀，1955）25）．人神信仰
は日本民俗学において大きな研究課題の一つとな
り，宮田登が取り上げ，日本人には「人並以上で
あれば，すぐにカミに祀ることを好む国民性」

（宮田，2006）27）があることを指摘した．また，
小松和彦は，生前に傑出した業績を残した者を神
に祀ることを「顕彰神系の人神」とよび，その信
仰を分析，整理した（小松，2001）10）．

この顕彰神系の人神の事例として，全国の農業
用水の創設者を見ると，顕著なものが指摘できる．

嶺田用水（静岡県菊川市）は，菊川から水不足
に悩む嶺田地区に水をもたらした農業用水である．
嶺田の農民，右近太夫は，嶺田の北，旗本所領地
の奈良渕から導水することを決意した．用水建設
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の嘆願を越訴したため，処刑されてしまう．死後
用水は貫通し，嶺田村の農民は中条右近太夫の遺
徳を偲び，1678（延宝6）年，井宮神社を建立し
た（静岡県土地改良史編さん委員会　1999）12）．

五郎兵衛用水（長野県佐久市）は，佐久市浅科
の不毛の原野を水田開発するために，1630（寛永
7）年に市川五郎兵衛実親が，その生涯と私財を
投じて築いた農業用水である．蓼科山の湧き水を
水源とし，細小路川と湯沢川の合流地点で取水し
鹿曲川の東側の断崖に水路を切り込み，片倉山に
隧道を掘り抜き，布施の谷に導水した．村人は百
回忌に当たる1764（明和元）年に実親霊神を祀
った（伊藤，1982）2）．

枝下用水（愛知県豊田市）は，トヨタ自動車の
本社がある豊田市域を中心に2200haの田を潤し
ており，矢作川の中流より取水する農業用水であ
る．矢作川右岸のこの地域は矢作川や逢妻女川な
どの川よりも高い台地にあるため水不足に悩まさ
れた．1887（明治20）年から滋賀県の実業家西
澤真蔵らによる大規模な用水開削工事が行われ，
1890年に幹線が通水した．西澤真蔵を祀る水神
社が建てられ，福満寺（豊田市）等では西澤講が
営まれている（豊田用水土地改良区，2015年）18）．

曾代用水（岐阜県岐阜市）は，1669（寛文9）
年に喜田吉右衛門，弟の林幽閑，美濃の曾代の旧
家柴山伊兵衛の三人が中心となって開削された農
業用水である．取水口は，美濃市曾代地先の長良
川左岸に設けられた．完成した後も水害による損
壊がしばしば起り，その復旧維持に3人が私財を
使い果たした．三偉人として3人は曾代の井神社
に祀られている（野口，2020）23）．

静岡県の西部においても天竜川左岸下流域を潤
す寺谷用水において現在でもその創設者とされる
平野重定を水神として祀り上げている．

Ⅴ．おわりに
本稿では，天竜川下流域の遠州平野において，

近世以降，農業用水がどのように展開されてきた
のかを確認した．寺谷用水，磐田用水，浜名用水，
三方原用水がどのように創設され，維持管理され
てきたかをみた．寺谷用水が16世紀末の創設で
あり，他の3用水がいずれも20世紀の創設である
ことに比して，明らかに歴史的に天竜川下流域で
は灌漑という機能において大きな役割を果たして

きた．また，受益村は協力して組合を組織し，用
水の維持管理に努め，そして，創設者を神に祀り
上げるという人神信仰によって人びとが結束して
きた．村々が統合して灌漑施設の寺谷用水を維持
管理してきたことが，この天竜川下流域の水田稲
作農耕の発展，維持につながった．
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